
放射線

分類
放射線の分類

大まかな分類

電磁放射線(電磁波)
エックス線

ガンマ線

粒子放射線(粒子線)

荷電粒子線
電子

陽電子

陽子

非荷電粒子線
中性子

電離性の違いによる分類

直接電離放射線

アルファ線

ベータ線

重粒子線

間接電離放射線

エックス線

ガンマ線

中性子線

電離放射線とは 原子を電離する能力をもつ放射線のこと

実際に使われているものは何線か？

CT
エックス線

MRI
電磁波

シンチグラフィ
ガンマ線

エックス線形成

エックス線の吸収

エックス線の吸収は光電効果によるもの 大前提

X線吸収に関係あるもの

公式

I=透過したエックス線量

Z＝原子番号
金属は原子番号が大きい、つまりエックス線が吸収されやすい＝白く写る

入＝波長

関係あるのは管電圧 管電圧が高くなると透過性が向上し、コントラストが下がる＝全体的に黒っぽくなる

デュエン・ハントの式 波長＝12.4/V(管電圧)max

p＝密度

水が1

脂肪が0.92

骨が2 つまり吸収されやすい＝白く写る

ろ過板(付加ろ過)
低いエネルギーのエックス線＝長波長

人体に有害

これを取り除くためにろ過板を設置する

ろ過板を厚くすることで、線質が硬くなる 透過性向上

重要！

重要！！

過去問

管電圧が高くなるとエックス線強度の減弱度が減じる＝◯

エックス線の線質に影響するのは？
管電圧

ろ過板の厚さ

エックス線の減弱に関係がないものは？ 管電流

散乱線

散乱線とは
照射されていったん吸収された(コンプトン効果)あとに、発生したエックス線のこと 二次エックス線ともいう

なぜ悪いものか
画像のコントラストが悪くなる 画像がボヤける

どのようなとき発生するか

①コンプトン効果が発生したとき つまり歯科でレントゲン撮影したとき

②管電圧が高いとき

③照射野が大きいとき

④被写体が厚いとき

鮮鋭度

鮮鋭度とは
エックス線のボケの度合い

違いに注意！！

鮮鋭度
微細な構造を抽出する能力

被写体コントラスト(エックス線コントラスト)

異なった組織のエックス線減弱度の差

隣接した部分の透過エックス線の強度比

写真コントラスト
隣接した部分の写真濃度の差

コントラスト

被写体コントラスト(エックス線コントラスト)
関係あるもの

被写体の密度

実行原子番号

厚み

線質

散乱線

写真コントラスト
関係あるもの

フィルム

増感紙

現像処理

フィルムのかぶり

黒化度曲線

撮影用器材
エックス線用フィルム

口内法用(デンタル)

鉛箔の役割

被曝線量の低減

コントラスト低下の防止
散乱線をカバーするから

口外法用(パノラマ)
増感紙(スクリーン)の役割

少ない線量で大きな感度を得ることが出来る様になる

しかし、鮮鋭度が低下する

材料
タングステン酸カルシウム

硫化オキシガドリニウム

デジタルエックス線装置

主流の撮影システム CCD(電荷結合素子)

①撮影直後に画像が表示される

②デジタル画像としては空間分解能が高い

③センサーが小さく、硬く、厚い

Imaging Plate(輝尽性蛍光体)

①従来のエックス線フィルムと操作性が似ている

②レーザー光を電気信号に変換している

フィルムとの比較

フィルムの方が優れている点
解像度がフィルムの方が高い

デジタルの方が優れている点

被曝量が低い

画質の劣化がない

画像編集ができる
コントラスト調整

辺縁の強調

パノラマ

回転方式のパノラマの特徴

①前・臼歯部の拡大率が異なる

②口内法(デンタル)に比べて鮮鋭度は低い

③位置決めがかなり重要 現像画像が歪むから

④増感紙が必要(アナログの場合) スクリーンタイプのフィルムとも呼ぶ

⑤前歯部の断層は臼歯よりも薄い 前歯部が読影しづらい理由

⑥下顎枝や頸椎が障害陰影となる
下顎枝 反対側の下顎枝部分に障害陰影

頸椎 前歯部に障害陰影

スリット

国試でよく聞かれるけど単純暗記で大丈夫

1次スリット

エックス線管にある

照射野(ビーム幅)を規定するためにある 断層厚に影響する
前歯は薄くて

臼歯は厚い

2次スリット

フィルム(カセッテ)にある

散乱線を除去するためにある

スリットを細くしたら
散乱線が減少する

被曝線量が減少する
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